
若松区のポテンシャル 

若松区は、かつて筑豊炭田の石炭積出港として栄え、日本の産業発展を

支えてきました。現在は高い港湾・物流機能などを背景に、製造業に係る

企業が多く立地するとともに、環境産業や再生可能エネルギー産業の集積

が進んでいます。また、北九州学術研究都市では先端科学技術の教育や研

究活動が行われています。 

さらに、周囲を響灘と洞海湾に囲まれ、中央部は広く緑に覆われるなど、

豊かな自然に恵まれており、水産物や農産物の生産も盛んな地域で、観光

地としてのポテンシャルも有しています。 

 

若松区のまちづくりの方向性 

若松区では高いポテンシャルを活かし、区民が誇りと生きがいを持ち、

誰もが住みたい・住み続けたいと実感するまちの実現に向け、 

 

自然と新しい産業が共生する、 

サステナブル（持続可能）なまち  
 

をまちづくりの目標に掲げ、市の基本構想・基本計画に掲げられている３

つの重点戦略を柱としてまちづくりに取り組んでいきます。 

 
○稼げるまち 

高い港湾・物流機能などを背景に、製造業に係る企業が多く立地する

とともに、環境産業や再生可能エネルギー産業の集積が進んでおり、今

後も、響灘地区での風力発電関連産業の総合拠点化などが進んでいきま

す。また、北九州学術研究都市では半導体や宇宙・次世代自動車などの

未来産業の振興に向け、研究開発の強化などに取り組み、若松北海岸で

は観光地化に向けて地域や事業者の声を聞きながら取り組みを進めます。 

 

○彩りあるまち 
若松北海岸の豊かな自然や周辺の魅力的な食、アクティビティ、高塔

山や若松南海岸の夜景などを活用し、市内外から多くの人が訪れる観光

地として、さらなる魅力の向上を図ります。 

  また、区内の様々な事業者と連携し、これらの魅力の発信に取り組み

ます。 

 

○安らぐまち 
  防災や防犯のまちづくり、社会インフラの維持など生活基盤の安心を

支えるとともに、地域のコミュニティ活動などの活性化に取り組み、誰

もが安全・安心に暮らせる環境づくりを進めます。  

また、育児や子どもの成長を地域全体で支えるまちづくりや、誰もが

いきいきと輝きうるおいのある暮らしができるまちづくりに取り組みま

す。 

 

 

 

３つの重点戦略に基づく主な事業・取組 

Ⅰ
「
稼
げ
る
ま
ち
」
の
実
現 

１．稼げる「人」を育む 

(1)若者チャレンジへの支援 ◆地元高校生による企業見学ツアーの実施 

◆子ども向けの仕事体験イベントの開催 

◆地元中学生による洋上風力体験ツアーの実施 

(2)性別にかかわらないキャリア形成の支援 ◆ジェンダーの平等に向けた取組  

２．稼げる「産業」をつくる 

(1)成長の芽となる「未来産業」の振興 ◆北九州学術研究都市の整備  

(2)「北九州グリーンインパクト」の推進 ◆再生可能エネルギーや水素拠点化を通じた市内企業の成長と産業集積 

◆北九州トライアングルモデル 第１弾始動！リユースパネル 設置完了！ 

◆北九州エコタウンを中心としたサーキュラーエコノミーの推進による企業の競争稜力強化と新たな環境産業の集積 

◆グリーンエネルギーポートひびき事業 ◆響灘東地区処分場整備事業 

Ⅱ
「
彩
り
あ
る
ま
ち
」
の
実
現 

１．彩りある「空間」をつくる 

(1)都市の魅力を高める「街並み」づくり ◆おもてなしの道づくり ◆中央分離帯の防草対策 ◆響灘ビオトープ運営事業 

◆親子の遊び場「モーヴィ―わかまつ」とコミュニティパーク「グルーンわかまつ」 

◆みなと緑地 PPP を活用した響灘東地区への飲食店設置について 

(2)選ばれる「住まい環境」づくり ◆北九州学術研究都市の整備【再掲】   

(3)人や企業を呼び込む「都市の魅力」の発信  ◆若松プロモーション ◆区の特色や魅力をアピールできる集客イベントの展開 

◆区役所転入職員研修の実施 

２．彩りある「時」をつくる 

(1)文化芸術やスポーツの振興 ◆若松鉄人ジャズ   

(2)観光資源の磨き上げや発信の推進 ◆高塔山の魅力づくり  

◆若松北海岸プロモーション推進事業 

◆若戸大橋ライトアップ 

◆高塔山の夜景ＰＲ 

◆高塔山のアクセス道路の整備 

◆「わかまつインフォ」による情報発信 

◆若松北海岸の自然を活かした体験型・滞在型観光の促進事業 ◆WAKAMATSU Sparks（若松スパークス） 

３．彩りある「人」を育む 

(1)大学などの教育・研究機能の充実 ◆北九州学術研究都市の整備【再掲】   

Ⅲ
「
安
ら
ぐ
ま
ち
」
の
実
現 

１．生活基盤の「安心」を支える 

(1)災害などに強いまちづくりの推進 ◆総合的な空き家対策の推進 

◆避難行動要支援者避難支援事業 

◆地域と連携した避難所運営業務 

◆自主防災活動の支援 

◆宅地防災月間 

◆消防団活動 

◆消防分署の整備 

◆響灘地区における災害対応力強化の取組 

(2)犯罪のないまちづくりの推進 ◆生活安全パトロール隊、地域防犯パトロール「みまもり隊」等 ◆防犯灯の維持管理及び設置の支援 

◆防犯カメラの設置支援 ◆暴力追放運動 ◆若松区防犯協会連合会の活動 

(3)社会環境やニーズに即した都市基盤・施

設の維持 

◆橋梁補修及び幹線道路の整備 ◆若松ポンプ場の整備  

◆国道 495 号の渋滞対策（向洋橋交差点） 

２．暮らしの「安心」を支える 

(1)誰もが安心して暮らせる環境づくり ◆若松あんしんネットワーク 

◆いのちをつなぐネットワーク事業 

◆生活困窮者自立支援事業  

◆まちかど介護相談室 

◆若松探索ネットワーク 

◆ふれあい昼食交流会 

◆迷惑行為防止活動の推進 

◆交通安全の推進 

◆交差点の交通安全対策 

◆通学路等の安全対策 

◆ボランティア日本語教室の運営 

 

◆外国人技能実習生に向けた市営住宅の空き住戸の有効活用  

(2)地域医療提供体制や保健衛生管理体制の充実 ◆食中毒感染症予防・生活衛生各種相談  

(3)地域におけるコミュニティ活動などの活性化 ◆地域活動の拠点づくり 

◆民生委員・児童委員の活動 

◆校区まちづくり支援事業 

◆自治会の活動 

◆環境衛生活動等の支援 

◆若松区ボランティア連絡協議会 

◆募金活動等 

◆若松区社会福祉協議会の活動 

◆若松区まちづくりステップアップ事業 

(4)生涯現役に向けた健康づくりや社会参加の推進  ◆若松市民塾 

◆市民センターにおける生涯学習事業 

◆若松区文化祭 

◆若松区吹奏楽合同演奏会 

◆地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくり 

◆健康づくりアプリ事業 

◆特定健診  ◆各種がん検診 

◆健康教室・相談事業 

◆高齢者地域交流支援通所事業 

◆食生活改善推進員 

◆健康づくり推進員 

◆若松区民医学講座 

◆校区あるきｉｎｇ 

◆健康づくりを支援する道路整備事業 

◆スポーツ・レクリエーション活動 

３．子ども・子育ての「安心」を支える 

(1)安心して生み育てることのできる環境の整備 ◆妊産婦・乳幼児を対象にした保健指導・健康教室・相談事業  

◆保育サービスコンシェルジュ事業 ◆若松区親子ふれあいルーム 

(2)子どもの健やかな成長への支援 ◆子育て親育ちのまちづくり(家庭教育) ◆健やかでたくましい子どもを育てるまちづくり(青少年健全育成) 

 ◆学校・家庭を支える地域活動の推進(地域の教育) ◆知ろう！学ぼう！食べよう！正しい食生活と若松の食材 

若松区のまちづくりの方向性 


